
岡山県

（運営体制図）

（地域における現状・課題）

（地域移行の推進に向けた体制整備の取組概要）

（実践研究の成果）

県南中心部とその周辺部等では、受け皿となる団体や指導できる地域人材の「量」の確保等に大きな差があるなど、地域によって実態が様々である。今後は、地域ス
ポーツ・文化振興担当部署等が中心となって、教育委員会や学校と連携を図りながら取り組む必要がある。

１市１町に事業を再委託し、モデル地域における地域移行の推進に向けた体制整備等の取組を行い、実践研究の成果や課題等について、「地域部活動推進委員
会」で協議・検討を行った。また、地域移行支援コーディネーター（６名）の派遣（10市町村へ15回）や、地域移行説明会の開催（３回）等により、市町村での地
域移行に向けた取組の支援を行った。

【赤磐市】 ・地域人材による休日の指導を６競技で実施。  ・教員の超過勤務時間20.4%縮減。
【早島町】 ・剣道や卓球において、部活動指導員を中心とした運営体制が構築され、今後の地域移行に向けた取組や、他の競技への参考となる取組ができた。

令和４年度地域運動部活動推進事業
休日の段階的な地域移行に関する実践研究 成果報告書（概要）

概要：岡山県のこれからの部活動の在り方に関する検討、実践研究（国委託事業）に係る協議・指導助言等
    ※ 計 ５ 回程度開催（２カ年：令和３年度～令和４年度）

委員（22名）：学識経験者、学校関係者､運動部関係、文化部関係、市町村教委、県行政、県教育庁

地域部活動推進委員会

概要：運動部における取組の検討 ※年３回程度
委員：県中体連、県高体連（代表各２名）

事業委託市教委、拠点中学校、県教育庁保健体育課

概要：文化部における取組の検討 ※年３回程度
委員：県中文連、県中吹連、県高文連

事業委託市教委、拠点中学校、県教育庁生涯学習課
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高等学校検討会

休日の部活動の段階的な地域移行に関する実践研究 合同部活動等の推進に関する実践研究

運営団体等：地域連携部活動推進協議会
（校長､各部顧問､地域活動団体､PTA､市教委）

対  象  部：運動部６、文化部２

赤磐市教育委員会

磐梨中学校

運営団体等：早島町教育委員会
対  象  部：運動部４

早島町教育委員会

早島中学校

運営団体等：高梁市立中学校合同部活動
 推進委員会

            （校長､各部顧問､保護者､地域指導､地元大学有識者）
対  象  部：高梁市内３中学校の野球部

高梁市教育委員会

高梁東、高梁北、有漢中学校

文
化
部
会

中学校検討会



赤磐市

（運営体制図）
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（地域における現状・課題）

（地域移行の推進に向けた体制整備の取組概要）

（実践研究の成果）

業務委託

１中学校、６部活動を地域移行

磐梨Deam Townプロジェクトに業
務委託

・地域連携部活動推進モデルとして、地域連携部活動推進協議会「磐梨DreamTownプロジェクト」を設立・運営。今年度は、運動部活動６部活が実践研究に取り組んだ。
◆課題
・指導者の確保
・運営資金の確保
・社会教育との連携

◌令和４年４月～令和５年２月までの期間土日のどちらかを地域指導員の指導で実施する。
・運動部、6部活で活動実施。

◌教員の超過勤務時間を３０％減少させる。
・Ｒ３とＲ４磐梨中学校教職員の月平均の超過勤務時間 Ｒ３月平均：47.16時間→Ｒ４月平均：37.54時間
◌各部活動に専門的な指導が可能な者を配置する。
・運動部、全６部活に地域指導員を配置。

令和４年度地域運動部活動推進事業
休日の段階的な地域移行に関する実践研究 成果報告書（概要）
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（地域における現状・課題）

（地域移行の推進に向けた体制整備の取組概要）

（実践研究の成果）

業務委託

早島町スポーツ少年団

早島町体育協会
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運営主体：早島町教育委員会
活動場所：早島中学校
指 導 者 ：部活動指導員
移動手段：徒歩、自転車

責任主体：早島町教育委員会
活動種目：剣道､卓球､ソフトテニス､サッカー
会 費 等 ：0円
保  険 ：0円（災害共済給付にてカバーしている）

指導者の紹介等の事業協力
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地域クラブ活動
へ参加

令和４年度地域運動部活動推進事業
休日の段階的な地域移行に関する実践研究 成果報告書（概要）

早島町では、運動部９、文化部２の１１部活があり、平成３０年度より部活動指導員を中学校に配置し、教員の負担軽減と部活動の充実を図ってきた。部活動指
導員のみでの指導や引率等も行っている部活動もあるが、指導員を雇用しても年度途中で職を辞することもあるなど、継続的な雇用に課題があり、今の体制では地域移
行に向けて、継続して行うことは難しい。

顧問と指導員の間で連絡を密に取りながら部活動指導を進めているため、同じ目線で指導が行うことができていることが､負担の軽減に繋がっていると感じている教員が多
い。また、生徒の指導員の指導に関する満足度は高く、指導者として信頼関係が構築することができている。剣道や卓球においては、指導員を中心とした運営体制となり
つつあり、地域移行に向けての体制の整備が進んでいる。この2部活を中心に他の部活も地域移行に向けて展開していきたい。

・事業設計

・指導者講習会の実施
・スポーツ推進委員連絡協議会の開催

・スポーツ少年団指導者連絡協議会の開催
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